
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7月 25日に収穫を終えた小麦は、

一般きたほなみ（641.45ha）の粗麦

推定数量が 78,328 俵、10a 当たり

12.21 俵の収穫量となり、前年比で

10a 当たり 2.68 俵上回る見込みで

す。（製品推定数量は 70,496 俵、10a

当たり 10.99 俵、製品推定歩留りは

90％) 

一方、種子きたほなみ（47.49ha）

については粗麦推定数量が 5,821

俵、10a 当たり 12.26 俵の収穫量と

なり、前年比で 10a 当たり 2.21 俵上回る見込みとなりました。（製品推定数量は 5,356 俵、

10a 当たり 11.28 俵、製品推定歩留りは 92％) 

8 月 3 日には種子きたほなみの等級鑑定検査が札内農協検査場で行われ、品位検査の結

果、1等級と評価されました。 
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馬鈴薯については 8 月 10 日に坪

堀調査が実施されました。結果を見

てみると、規格内俵数とライマン価

は男爵が 55.1 俵（16.0％）、メーク

インが 52.6 俵（12.7％）、トヨシロ

が 71.0 俵（15.8%）となりました。

澱粉専用品種のコナヒメについて

も、10a 当たり総俵数とライマン価は 61.5 俵（20.0％）と、調査対象の全品種において収

量・ライマン価ともに前年を上回る見込みとなりました。 

 

 

 

 

 

7 月 22 日に組合長杯パークゴルフ大会（ちろっとの

森コース）を開催し、組合員 24 名（男性 16名、女性

8 名）の方に参加していただきました。 

新型コロナウイルスの対応として令和2年より開催

を見合わせておりましたが、4 年ぶりの大会に参加者

からはナイスショットが相次ぎ、歓声が飛び交う中、

日ごろの練習の成果を発揮した接戦が繰り広げられ

ました。プレー中には組合員間の交流も深め、楽しい 

 ひとときを過ごすことができました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会の挨拶をする 
中村組合長 

 

写真左より、女性の部準優勝・優勝 
中村組合長、男性の部優勝・準優勝 



 

 

 

7 月 1 日に青年部主催の夏期スポーツ大会（依田パークゴルフ場「俳句村コース」）が開

催されました。 

青年部と農協役職員の交流の場として行われ、青年部員 12名、農協役員 8名、職員 23名

の合計 43名が参加されました。 

青年部長の始球式で幕を開けた本大会は、青年部員と農協役職員の混合チームで行われ、

交流を深めるとともに白熱したプレーが繰り広げられました。 

大会終了後は焼肉ガーデンまくべつにて懇親会となり、生ビール等を飲みながら焼肉を

食べて交流を深め、青年部が企画したビンゴ大会では大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃プラ回収が、7 月 5 日に当農協

野菜集出荷センターにて行われま

した。ラップフィルム等の農ビ・農

ポリ、肥料袋などを組合員各自が自

宅でパック詰めした後、野菜集出荷

センターに持ち込み、担当職員が確

認しながらトラックから降ろして

いきました。 

回収された廃プラは約 30トンで、

主に株式会社苫小牧清掃社へ運び

込まれた後、再資源化され多方面で

利用されています。 

廃プラ回収は、毎年 2 回行われており、次回は 11月中旬の実施を予定しております。 



 

 

 

 

不要農機具等の庭先回収が、8月 21 日から 25 日

までの日程で実施されました。 

例年同様、有限会社タナベの協力のもと、農村環

境美化を目的として使用不能になった農機具や雑

品等の回収作業が行われました。 

作業は事前に取りまとめを実施し、申込みのあっ

た 31 件の組合員宅へ回収業者が訪問し、回収品の

重量や積み合わせを確認しながら搬出されました。 

 

 

 

 

さくらんぼの会主催の第 20 回ふれあい会が、7月 13 日に幕別温泉パークホテル悠湯館に

て開催され、地域の方 8名が参加されました。 

当日は介護老人保健施設あかしやより講師の方をお招きし、介護保険制度についての勉

強会を実施しました。その他にもゲームや体操などを行い、皆さんで楽しい時間を過ごされ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 


